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⑨ 著 書
1) 難波恒雄 : ア ー ユ ル ヴ ェ ー ダの 生薬 1"" イ ン ド

伝統医学入門-ア ー ユ ル ヴ ェ ー ダの世界 」 丸山
博監修， 57-76， 東方 出版， 大阪， 1990. 

2) リ チ ヤ ー ド ・ メ イ ピ ー著， 難波恒雄 日 本語版監
修， 神 田 シ ゲ， 豊 田正博共訳， 御影雅幸解説 1""ハ
ー ブ大全」 小学館， 東京， 1990. 

3) 難波恒雄， 津 田 喜典編著 1""生薬学概論」 南江

堂， 東京， 1990. 

4) 難波慣雄， 服部征雄， 野村靖幸 : 第 4 章 各種

疾患 の フ リ ー ラ ジ カ ル と 漢方薬， 老化 1"" フ リ ー
ラ ジ カ ル と 和漢 薬」 奥 田 拓男， 吉 川 敏 一 編 集，
97-106， 国際医書出版， 東京， 1990. 

5 )  難波恒雄 : く す り と 食物 1""薬用植物-医薬 を
さ さ え る も の一」 熊本大学学生部編， 211-223， 
熊本大学， 熊本， 1990. 

6)  田沢賢次， 難波恒雄 : 第 4 章 日 本 の な か の ア

ー ユ ル ・ ヴ ェ ー ダ， 痔痩の 治療 ク シ ャ ラ ・ ス ー

ト ラ 1""生命の 科学 ア ー ユ ル ・ ヴ ェ ー ダ」 播井
勉編， 160-174， 柏樹社 ( ピ オ タ 叢書 ・ 3 ) ， 東京，
1990. 
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会， 富 山 ， 1990. 

⑥ 原 著
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仙 J . 生薬学雑誌、 44 : 21'"'"'28， 1990. 
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有 に 及ぼす摘奮 お よ び花序切除の影響. 生薬学雑
誌 44 : 47'"'"'51， 1990. 
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学雑誌、 4 4  : 151-161， 1990. 
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Serasinghe S. ，  N akanishi S. ，  Sawa K.， H attori M.  
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Medicina1 P1ant of Sri Lanka (Salacia reticulatα) in 

Streptozotocin Induced Diabetic Rat. Phytothera

py Research 4: 205-206， 1990. 

20) Komatsu K.， Mikage M. and Namba T. : Phar

macognostica1 Studies on the Chinese Crude Drug 

“Fu pen zi ( 覆盆子 )" (6)， On Botanica1 Origin of “Fu 

pen zi" from Korea (III) . Shoyakugaku Zasshi 44 : 

255-264， 1990. 

21) Che Q.-M.， Akao T. ，  Hattori M.，  Kobashi K. 

and Namba T. : Metabolism of Barba10in by 

Human Intestina1 Bacteria II ， A Bacterium Capa司

b1e of C1eaving a C-G1ucosy1 Bond of Barba1oin. 

P1anta Medica 1990， in press. 

22) Kaiuchi N .， Senaratne L.R.E.， Huang S.-L.， 
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T.  : Effect of Constituents of Be1i (Aegle marmelos) 

on Spontaneous Beating and Calcium-Paradox of 

Myocardia1 Cells. P1anta Medica 1990， in press. 

⑥学会報告
1) Namba T. : Studies on Rhubarb in ]apan. 1st 

Internationa1 Symposium on Rhubarb， 1990， 4 ，  Cen

gdu (China) . 

2) 楼 之左手， 王 礎 ， 難波恒雄， 御影雅幸， 服

部征雄 : 大黄的生薬学研究. 首届国際大黄学術討

論会， 1990， 4 ， 承徳 ( 中 国) .
3) N amba T : Studies on the Physico-chemica1 and 

Biochemica1 Eva1uation of Ginseng spp. the 
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Internationa1 Symposium on Korean Ginseng， 1990， 

7 ，  Seou1 (Korea) 

4) Hattori M.， Kawata Y.， Kobashi K. and N amba 

T. : Transformations of Iridoid and Secoiridoid 
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学" に 関 す る 国際 シ ン ポ ジ ウ ム . 1990， 7 ， ボ ン

(西 ド イ ツ ) .

5) 川 田 幸雄， 服部征雄， 難波恒雄， 小橋恭一 : 腸

内細菌 に よ る 和漢薬成分の代謝 (第21報) ヒ ト

腸 内 細 菌 に よ る geniposide， gardenoside か ら
monoterpene alkaloid へ の 変換 に つ い て 日

本薬学会第110年会， 1990， 8 ， 札幌.

6) 劉 玉葎， 小松かつ 子， 朴 鍾喜， 難波恒雄 :
Polygonatum 属植物の 生薬学的研究 (第 2 報) 韓
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ozotocin (STZ) 誘 発 糖 尿 病 ラ ッ ト に 対 す る

おlacia reticulata 水エ キ ス の血糖降下作用. 日 本

薬学会第110年会， 1990， 8 ， 札幌.

8) 黄 聖倫， 垣内信子， 服部征雄， 難波恒雄 : 心

筋細胞 に 対す る 和漢薬の作用IXータ ウ リ ン誘導体
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薬学会第110年会， 1990， 8 ， 札幌.

9) 黄 新立， 垣内信子， 服部征雄， 難波恒雄 : 心
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培養心筋細胞への 各種 ア ー ユ ル ヴ ェ ー ダ生薬の 影

響 に つ い て . 日 本薬学会第110年会， 1990， 8 ，  

札幌.
10) 赤尾光昭， 赤尾泰子， 服部征雄， 難波恒雄， 小

橋恭一 : グ リ チ ル レ チ ン酸お よ び そ の 関連化合物

に よ る 3 αー ヒ ド ロ キ シ ス テ ロ イ ド デ ヒ ド ロ ゲ ナ

ー ゼ の 阻害. 第 7 回和漢医薬学会， 1990， 8 ， 富

山.
11) 車 慶明， 服部征雄， 難波恒雄， 赤尾光昭， 小
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ー エ ン ド 」 ハ ッ ピ ー エ ン ド 通信社， 7 :  84-89， 
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11) 難波恒雄 : 日 本薬用植物誌 (48) ， ース ミ レ . 

「和漢薬J 446 : 7 -10， 1990. 

12) 難波恒雄 : 四季菜譜 第一回 薬膳の 素 材 を

考 え る ， 夏の読菜胡瓜の食効 Iハ ッ ピ ー エ ン ド 」

ハ ッ ピ ー エ ン ド 通信社， 8 :  14-19， 1990. 
13) 田 沢賢次， 難波恒雄 : イ ン ド の 生命科学 ア ー

ユ ル ヴ ェ ー ダの 臨床研究<痔痩治療 に お け る ク シ

ャ ラ ・ ス ー ト ラ >. I学術新報」 全国 日 本学士会，
158 : 61-66， 1990. 

14) 難波恒雄 : 本 の 紹介. 山 田 憲太郎著 『 ス パ イ

ス の 歴史ll . I 日 本 醤史学雑誌」 日 本 医史 学会，
1549 : 121-123， 1990. 

15) 難波恒雄 : 四季菜謹 第二回 茄子， 食効 と 薬

効の伝承 Iハ ッ ピ ー エ ン ド 」 ハ ッ ピ ー エ ン ド 通

信社， 9 : 42-46， 1990. 

16) 難波白色 : ヒ マ ラ ヤ 山 中 の チ ベ ッ ト 病院 I 旧

友」 富 山 県教職員 旧友会会報， 236 : 1427， 1990. 

17) 難波恒雄 : 四季菜語 第三回 夜稜， 伝承に よ

る 食効 と 欠点、 Iハ ッ ピ ー エ ン ド 」 ハ ッ ピ ー エ ン

ド 通信社， 10 : 42-46， 1990. 

18) 難波恒雄 : 四季菜謹 第 四 回 冬 を の り き る

栄養源 カ ボ チ ャ (南京) . I ハ ッ ピ ー エ ン ド 」 ハ ッ

ピ ー エ ン ド 通信社， 11 : 78-82， 1990. 
19) 難波恒雄 : 医学部 に 漢方 の 講座 を 設 け よ ， 漢方

の 教育制度確立が急務 I最新 ・ 漢方がわ か る 本」
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1) Aoki M. ，  Kaneko S. ，  Watanabe H. : Antinocice

ptive activity of intracisternally and intrathecally 

administered eptazocine， a novel analgesic， in mice. 

Methods & Findings. 12: 1 1 -15， 1990. 

Kaneko S. ，  Doi E.， Watanabe H.， and N omura 

薬学会， 1990， 8 ， 富 山 .
12) 難波恒雄， 服部征雄， 川 田幸雄 : LC-MS に よ

る 生薬成分の 分析 (続報) ーフ リ ッ ト フ ァ プ方式

第四回生薬分析討論会， 1990， 9 ， 神戸.

13) 川 田幸雄， 服部征雄， 難波恒雄 : LC-MS に よ

る 和漢薬の 腸内細菌代謝物の 分析. 第四回北陸質

量分析懇話会， 1990， 9 ， 富 山 .

14) 難波恒雄 : 山 野草 と 和漢薬 (特別講演) . 第29

田 中部臨床衛生検査学会， 1990， 9 ， 富 山 .

15) 難波恒雄， 小松か つ 子， 岩井正憲 : Codoηopsis 

属植物の 生薬学的研究 (第 1 報) ， 韓国産 「蔓参」
お よ び 「沙参」 に つ い て . 日 本生薬学会第37回年

会， 1990， 11 ， 千葉.

16) 中 野政宏， 川 田幸雄， 服部征雄， 小橋恭一， 難
波恒雄 : 腸内細菌 に よ る 和漢薬成分の代謝 (第23

報) ， -Aristolochic acid の代謝 に つ い て 日
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11 ， 千葉.
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VIP J ミ リ オ ン カ ー ド サ ー ビ ス ， 43 : 11-12， 
1990. 

2)  難波恒雄 : 三度 目 の 大役.
1990. 
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62-64， 1990. 

4 )  難波恒雄 : 学問 の旅 と 人生 I和漢薬」

1 - 4 ，  1990. 

5) 難波恒雄 : 一衣帯水の 国.

学協会 4 (2) : 7 - 8 ，  1990. 

6) 難波恒雄 : 漢方 を 正式 な 医学教育 の 場 に 引 き 出

そ う I ザ ・ 漢方寸断リ朝 日 増刊一」 朝 日 新聞社，

1990年 4 月 5 日 号， 80-81. 

7) 難波恒雄 : 学問 と 旅 と 人生 I け や き 」 富 山 市

民大学学友会 9 : 8 -12， 1990. 
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